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2)誠 査 方 法
A～G 処理区および顛処珪区では15本の丸太を,H～Z処厘区および a.-C処理区では5本
の丸太を試験に供した関係上,A～G･無処理区からほ毎月5本ずつ抽出し虫垂 ･菌害を調査
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高く,無処理材では林外で 3カ月後約 330コ/m2,林内で実に約 550コ/m2 の虫孔数をかぞえ








ぼ同じである｡両者の防虫効果を比べると, 例えば林内で3カ月後に前回は約 50コ/m2 の虫
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孔数を見たが,今回は約 25コ/m2 の虫孔数であり, 無処理の虫孔数の関係と同じ傾向を示し
ている｡このことは上記の生息密度と処理区の穿孔数との関係を裏付けるものであろう｡
Fig.1.2より明らかなように,林外林内いずれにおいてもG薬剤より効力のある薬剤は,油
剤型のすべて (冒,i,J,K)と乳剤型の γ-BHCを主体とするもの (L,M,P,a,b,C)および
Aldrinを含むもの(R)であった｡この中とくに防虫効果の大きかったのは,札 Ⅰ,M,R,b,C
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